
 2014年度農学部　自己点検・評価報告書
第１章　理念・目的

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

a ◎学部、学科または課程ごとに，大学院
は研究科または専攻ごとに，人材の養成
に関する目的その他の教育研究上の目的
を学則またはこれに準ずる規則等に定め
ていること。
◎高等教育機関として大学が追及すべき
目的を踏まえて、当該大学、学部・研究科
の理念・目的を設定していること。
【約５００字】

　農学部では，「人類の永続性を追求する」という農学の基本理念
に基づき，食料資源の安定的確保と有効利用，生物の生存に適した
環境の保全，持続可能な社会の構築等に関連する様々な課題の解決
に向けて科学研究や教育を通じて貢献することを教育理念として
「教育・研究に関する年度計画書」に定めている【1-7-1:96頁】。
そして，これら学部の理念・目的は，学科ごとに「明治大学学則別
表９」に「人材養成その他の教育研究上の目的」として定めている
【1-7-2】。農学科は「農学全般に対する強い問題意識を持ち，そ
れらを解決する能力を効果的に身につけ，持続的共生社会の構築に
向けて地域・国際社会で活躍できる人材の養成」，農芸化学科は
「農芸化学分野に関する事柄を的確に評価判断し，人間生活に密着
したバイオサイエンスに関しての専門性を有する人材の育成」，生
命科学科は「生命科学にかかわる分野で専門家として活躍する人材
や，生命科学の素養と同時に広い視野と総合的な判断力を持った人
材の育成」，食料環境政策学科は「主体的に食料と環境にかかわる
問題や課題を発見し，問題解決のための方策を考え，実践的に対処
できる能力を持つ人材の育成」と規定している。
　これら学部の理念・目的は，学校教育法等を踏まえ，適切に設定
されている。

1-7-1 2015年度教育・
研究に関する年度計画
書
1-7-2 明治大学学則別
表9

b ●当該大学、学部・研究科の理念・目的
は、建学の精神、目指すべき方向性等を
明らかにしているか。
【約１００字】

　農学部の理念・目的は，生命に関わる諸問題を自然科学と社会科
学の視点から捉え，地球的な食料・環境問題の解決に貢献できるよ
うな基礎力を鍛え，応用力・発展性を有する個性ある人材の育成と
いう具体的な方向性を明らかにしている。これら理念・目的の実現
のため，2012年4月に大学付属農場として開設した「黒川農場」
は，基本コンセプトを環境共生，自然共生，地域共生と定め，実務
作業を通じて動植物の生命現象や生態系の問題の理解を深めていく
という，農学教育の実践を明確化している。

a ◎公的な刊行物、ホームページ等によっ
て、教職員・学生、受験生を含む社会一般
に対して､当該大学・学部・研究科の理念・
目的を周知・公表していること。
【約１５０字】

　学部の理念・目的は,教職員については，「教育・研究に関する
年度計画書」の教授会審議及び農学部将来構想委員会等を通じて共
有化されている。学生については新入生ガイダンス時に農学部便覧
【1-7-3:7頁～11頁】を配付し，さらにはクラスごとのオリエン
テーションにて周知している。また，ホームページ【1-7-4】や農
学部ガイド【1-7-5:2頁】によって受験生を含む社会一般に公表し
ている。

1-7-3 2015年度農学部
便覧
1-7-4 農学部ホーム
ページ[人材養成その
他教育研究上の目的]
http://www.meiji.ac.
jp/agri/outline/curr
iculum.html
1-7-5 農学部・大学院
農学研究科ガイド学部
ガイド2015

a ●理念・目的の適切性を検証するに当た
り、責任主体・組織、権限、手続きを明確
にしているか。また、その検証プロセスを
適切に機能させているか。
【約３００字】

　理念・目的の適切性について，毎年度，「自己点検・評価」の結
果を基に，「教育・研究に関する年度計画書」の作成時に，社会情
勢や学生の学修実態に即して検証している。「年度計画書」は，第
１章「理念・目的」を始めとして，各章ごとに「学部執行部」が分
担して原案を作成し，執行部（案）を「教授会」で審議承認する手
続きとなっている。

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

（１）農学部の理念・目的は適切に設定されているか

（２）農学部の理念・目的が、大学構成員（教職員及び学生）に周知され，社会に公表されているか

（３）農学部の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目



 2014年度農学部　自己点検・評価報告書
第３章　教員・教員組織

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

a ●＜教員像と教員組織の編制方針＞
専門分野に関する能力，教育に対する姿
勢等，大学として求められる教員像を明ら
かにしたうえで，当該大学，学部・研究科
の理念・目的を実現するために，学部・研
究科ごとに教員組織の編制方針を定めて
いるか。また，その方針を教職員で共有し
ているか。
【約４００字】

　本学部は，大学が毎年度定める「学長方針」や「教員任用計画の
基本方針」に示された教員像に基づき，「教育・研究に関する年度
計画書」に教員組織の編制方針を「各学科に対して，必要にして十
分な数の教員を配置すること」と定めている。さらに，農学科の日
本技術者教育認定機構(ＪＡＢＥＥ)教育プログラムに対応したコー
スの設置や，2012年度カリキュラム改訂等による教育の質的向上を
実現すべく現代のニーズに適合した教員組織の編制を目指している
ことも示している【3-7-1:97頁～99頁】。この計画書は，教授会で
審議・承認することで教授会員に共有されている【3-7-2】。
　この他，農学部の実習科目を支援するため，大学付属施設である
「農場」に教員が配置されている。農場の事業目的に沿った活動に
従事し，農業に係わる産業活動の高度化を推進し，施設園芸，露地
栽培，環境保全等分野において高い専門性を有し，農場実習指導の
可能な教員組織を編制している。
　教員の任用と昇格のそれぞれについて，農学部の内規により，資
格要件を明文化している。

3-7-1 2015年度教育・
研究に関する年度計画
書《既出1-7-1》
3-7-2　農学部教授会
議事録(2014年7月3日)
審議事項3｢2015年度農
学部教育・研究に関す
る長期・中期計画書に
ついて｣

b ◎＜基準の明文化，教員に求める能力や
資質の明示＞
採用・昇格の基準等において，法令に定
める教員の資格要件等を踏まえて，教員
に求める能力・資質等を明らかにしている
こと。
【約１５０字】

　教員任用及び昇格の基準等については，大学の規程である「教員
任用規程」【追加】及び「学部長会における教員の任用及び昇格審
査基準」【追加】の下，学部内規「明治大学教員任用規程の適用に
係る農学部内規」【3-7-3】を制定し，教員に求める能力・資質等
を明示している。

3-7-3 明治大学教員任
用規程の適用に係る農
学部内規

c ◎＜組織的な連携体制と責任の所在＞
組織的な教育を実施する上において必要
な役割分担，責任の所在を明確にしてい
ること。
　
           　【約３００字】

　組織的な教育を実施する上において必要な役割分担と責任の所在
については，大学設置基準第７条２に定める「教員の適切な役割分
担」について，教授会に常設委員会としてカリキュラム委員会を設
置し，同委員会と各学科内での長期・短期計画との協議のもとで連
絡調整が行われている。農学部の教養教育は，総合科目によって構
成されており，その実施は，一般教育に所属する教員により行われ
ている。各学科に設置される専攻科目（基礎科目群，専攻科目群，
卒論科目群）については，各学科に所属する教員によって実施され
ている。
責任の所在については，前述の総合科目に係る統括を一般教育主任
が担当し，各学科の専門科目や研究室の運営等に係る統括は，学科
長が担当している。また，学部長は，学部全体を統括し，教授会の
議長を務めている。学部長とともに執行部を構成する教務主任は，
カリキュラム，ＦＤ，自己点検・評価，国際交流等の学部運営の実
施責任者であり，学部内に設置されている各種委員会の委員長を務
めている【3-7-4】。
　農場については，重要事項の決定機関である農場運営委員会の下
に農学部及び農場所属教員によって構成される教育・研究計画ＷＧ
を設置し，農場実習の計画等を策定している。さらに，学部長・教
務主任・学科長・一般教育主任・研究科長・学生部委員で構成され
る連絡会に農場長も参加し，学部との連携を図っている。農場実習
等の農場関係科目群は，各学科の専攻科目のなかに設置している。
　教育の国際化を推進するために，英語を母語とする特任教員２名
及び国際機関における勤務経験が豊富な特任教員１名を採用してい
る。さらに，国連食糧農業機関（ＦＡＯ）に勤務する現役の国際公
務員１名を客員教員として採用している。

専任教員が担当できな
い教育・研究分野を特
任教員・客員教員が適
切にカバーすることに
より，農学分野に関連
する幅広い科学に対応
している。

特任教員・客員教員等
をさらに充実させる。

3-7-4 2015年度農学部
役職･委員一覧

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

（１）農学部として求める教員像および教員組織の編制方針を明確に定めているか

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述



 2014年度農学部　自己点検・評価報告書
第３章　教員・教員組織

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

a ◎当該大学・学部・研究科の専任教員数
が，法令（大学設置基準等）によって定め
られた必要数を満たしていること。特定の
範囲の年齢に著しく偏らないように配慮し
ていること（設置基準第７条第３項）
【約４００字】

　大学設置基準上の必要教員数56名に対し，2015年5月1日現在の専
任教員数は85名である。また，必要教授数28名に対して，同日付で
39名が在籍し，いずれも基準を充足している。
この教員数は，教員一人あたりの学生数を収容定員ベースで25名と
することを基準に整備することとしており，2015年5月1日現在，専
任教員一人当たりの学生数は，収容定員ベースでは24.5名であり，
学生現員ベースでは27.9名である【表13】。
　教員組織のバランスについては，専任教員の平均年齢は51.95歳
であり，専任教員の年齢構成は61～70歳が22％，51～60歳が32％，
41～50歳が30％，40歳以下が14％であり，全体的にバランスがとれ
た構成となっている【表10】。また，外国人教員は3名おり【表
14】，この他，海外の大学で博士号を取得した教員も3名いる。本
学部は，女子学生が４割を占める現状から女性研究者の養成を進め
ており，2015年度に1名女性教員を任用し，女性教員は10名在籍し
ている【表14】。
　農学部所属の専任教員2名は黒川農場に研究室を有しており，黒
川農場所属の特任教員4名，客員教員1名とともに農学部の農場実習
を担当している。
　教員の教育をサポートするために準備・授業補助・レポート指導
等にＴＡを活用し成果を挙げている。しかしながら，ＴＡの時間数
が不足しているためにＴＡによる十分なサポート体制を取ることが
困難であり，教員及び担当ＴＡの負担が増大している。

2014年度に，異文化コ
ミュニケーション力を
養う英語による講義
「Global Competence
A・B・C」を担当する
アメリカ人特任教授を
任用したことで，学生
は国際的視点から農学
を学ぶことができ，英
語力と学習意欲の向上
に貢献している。【3-
7-5 19～20頁】

　スチューデントレシ
オは徐々に改善されて
いるものの，まだ高
く，専門教育科目に関
する教員数の是正が求
められる。
　実験・実習科目で
は，準備・授業補助・
レポート指導等にＴＡ
を活用し，成果を挙げ
ているが，学部に割り
当てられるＴＡの時間
数が絶対的に不足して
おり，教員及び担当Ｔ
Ａの負担が増大してい
る。

国際化を一層推進する
ために，国際経験が豊
富な特任教員・客員教
員等をさらに充実させ
る。

実験・実習科目の授業
補助担当ＴＡの時間増
を，大学院学生数に鑑
みながら，教育・研究
補助業務従事者計画書
の提出の際に年次計画
で要求していく。

適正なスチューデント
レシオへの教員数の増
員を検討する。

表10
表13
表14
3-7-5 2015年度農学部
シラバス

b ◎方針と教員組織の編制実態は整合性
がとれているか。
【６００～８００字】

　教員組織の編制実態について，担当授業時間数の資格別平均は教
授16.9時間，准教授17.6時間，専任講師13.9時間，助教6.0時間と
なっており（大学院の授業担当数を含む），責任担当時間である教
授の10時間，准教授の８時間，専任講師の6時間を大幅に上回って
いる【表12】。学部開設科目総数に占める専任教員の担当科目比率
（専兼比率）は，専門教育の約9割 を専任教員が担当しており ，
自由科目において兼任講師による多様な講義が行われている。
　専兼比率は約65％であるが【表16】，カリキュラムの見直しに際
して，年々専任教員の担当比率は高まっている。また，農学部で
は，人類にとって重要な食料資源である動植物・微生物を対象とし
た生命科学，環境科学，食料科学及び社会科学など幅広い学理を明
らかにすることを教育理念として掲げていることから，専任教員数
85名のうち，74名は専門科目担当者であり，その比率は87％であ
る。
　また，オムニバス形式の講義である食料環境政策学科の「食料環
境政策総合講座」では，社会人を講師として招き，一般社会との相
互理解やキャリア形成に繋がる科目を担っており，柔軟な教員制度
を活用した教育課程の特色化を図っている。
　以上のことから教員組織の編制方針と編成実態は整合している。

　助教を除き担当授業
時間数が責任時間数を
大幅に上回っており
【表12】，研究時間の
確保に改善を要する。

　在外研究や特別研究
は，専任教員の研究・
教育レベルの向上に
とって不可欠である
が，研究室の機能が停
止することにならざる
を得ず，指導する学
生・大学院生の研究継
続に支障をきたすこと
が避けられない。

在外研究や特別研究の
専任教員に対し，学
生・大学院生の研究継
続を保証するととも
に，教員にとって効果
的な在外研究や特別研
究となるよう，兼任教
員の採用などによる体
制整備をおこなう。

次回のカリキュラム改
正に向けて，担当授業
時間数の適正化を検討
する。

表12
表16

（２）農学部の教育課程に相応しい教員組織を整備しているか
教員の編成方針に沿った教員組織の整備



 2014年度農学部　自己点検・評価報告書
第３章　教員・教員組織

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

c ●教員組織の適切性を検証するにあた
り，責任主体・組織，権限，手続を明確に
しているか。また，その検証プロセスを適
切に機能させ，改善につなげているか。
【６００～８００字】

　教員組織の検証プロセスは，学部長・教務主任・学科長・一般教
育主任で構成される連絡協議会で検討の上，毎年度６月に「教育・
研究に関する年度計画書」において教員・教育組織に関する長中期
計画を策定し，教授会で決定している。また翌年1月に学長から示
される「教員任用計画の基本方針」に従い，連絡協議会の議を経
て，「学部教員任用計画」を策定している【3-7-6】。「年度計画
書」の策定にあたっては，自己点検・評価結果を参考としながら教
員・教員組織を検証し，その編制方針の見直しを行っている。さら
に「学部教員任用計画」の策定にあたっては，学部の将来構想や必
要な授業科目の検証と合わせて，補充・増員すべき教員の主要科
目，資格を検証し，教員・教員組織の検証を行っている。検証の結
果は，「学部教員任用計画書」として，学長に提出される。
　2014年度は，本年度を以て定年退職する専任教員4名及び前年度
退職者1名の未補充分と任期満了となる助教2名の任用手続きを行っ
た。この内，専任教員1名については，環境問題についての基礎的
及び応用を見据えたカリキュラム充実のため，主要担当科目を変更
し，環境分野の諸問題の解決能力を高めるための科目担当者を任用
した。また，専任教員1名については，適任者の応募がなく，次年
度に任用を繰り延べた。

今後，さらなる教育体
制の充実と効果的な実
習の実施，国際化に対
応した教育の充実，大
型プロジェクト等の研
究体制を充実させるた
めには，専任教員の確
保とともに，実習教育
や語学教育等を担当す
る特任教員や客員教員
の増員が必要不可欠で
ある。

農学部では農場担当教
員を含めて教員の立場
が多様であり，特任教
員や客員教員を含めた
教育体制の構築につい
て，さらに検討してい
く。

3-7-6 農学部教授会議
事録(2014年3月13日)
審議事項1(1)｢2015年
度専任教員及び特任教
員任用計画について｣

a ●＜規定に沿った教員人事の実施＞
教員の募集・採用・昇格について，基準，
手続を明文化し，その適切性・透明性を担
保するよう，取り組んでいるか。
【４００字】

　教員採用の基準等について，任用は公募を原則とし，大学で定め
ている諸規程に基づき学部で定めた「明治大学教員任用規程の適用
に係る農学部内規」【3-7-7】により明文化している。この内規に
おいて，必要な学術論文又は学術著書の編数及び審査基準を定め
て，教員に求める能力等を明確化している。なお，農場教員につい
ては，豊富な研究実績とともに，農作業の実務能力を採用の基本基
準とし，「農場における教員の任用に関する内規」【3-7-8】に基
づいて決定する。新任教員の任用は，教員募集要項に予定担当科
目・応募資格・提出書類・選考方法等を明記し【3-7-9】，科目適
合性及び透明性を担保するよう取り組んでいる。
　選考に関しては，各学科・一般教育において，教員採用のための
予備審査委員会を設置して候補者を選出し，各学科等の機関におけ
る議を経て候補者を教授会に推薦している。教授会では，審査委員
を選出し，この審査委員会の報告を基に審査している。
　また，昇格についても同様にこの内規に明文化している【3-7-
7】。昇格は，候補者の所属学科等における議を経て，候補者を教
授会に推薦し，教授会において設けられる審査委員会を通じて審査
している。採用時及び昇格における選考に際して，学術論文又は学
術著書の編数等の審査基準に加えて，教育指導方法の改善への取り
組みや学生実験・実習での指導実績等を考慮に入れ，さらに大学院
教育・研究の指導能力も考えて，人物及び研究業績を総合的に評価
することで，担当科目との適合性を担保している。

3-7-7 明治大学教員任
用規程の適用に係る農
学部内規
3-7-8 農場における教
員の任用に関する内規
3-7-9 明治大学農学部
専任教員募集要項

a ●教員の教育研究活動の業績を適切に
評価し，教育・研究活動の活性化に努め
ているか。
【４００字】

　教育・研究活動の活性化に資する業績評価として，「農学部研究
報告」を年に４回発行している。この紀要は学内のみならず学外・
海外の関連機関へ送付しており，研究業績の積極的な公開と研究活
動の取り組みへの意欲の向上に繫がっている。また，教育研究活動
の様子や学外表彰のニュース等は適宜，大学ホームページに掲載
し，成果の公表を行っている。

教育研究活動の評価に
おいては，社会貢献や
実務業績の評価，教育
貢献の評価指針の明確
化等が大きな課題であ
る。

全学的な指針作りに向
けた取り組みと連動す
る形で，学部内のＦＤ
委員会を中心に，関連
する委員会が主体的に
学部単体の評価につい
て検討を行う。

（３）教員の募集・採用・昇格は適切に行われているか

（４）教員の資質の向上を図るための方策を講じているか
教員の教育研究活動等の評価の実施

教員組織を検証する仕組みの整備



 2014年度農学部　自己点検・評価報告書
第３章　教員・教員組織

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

b ●教育研究，その他の諸活動（※）に関す
る教員の資質向上を図るための研修等を
恒常的かつ適切に行っているか。
（※）社会貢献，管理業務などを含む『教
員』の資質向上のための活動。『授業』の
改善を意図した取組みについては，「基準
４」（３）教育方法で評価します。
【６００～８００字】

　教員の資質向上を図るための研修等については，明治大学在外研
究員規程及び明治大学特別研究者制度規程に基づき，この制度の利
用による専任教員の教育・研究の向上を図っている。
　研究に関わる資質の向上として，「研究機関における公的研究費
の管理・監査のガイドライン（実施基準）」及び「研究活動におけ
る不正行為への対応等に関するガイドライン」に対応した，コンプ
ライアンス教育・研究倫理教育を実施している【3-7-10】。
　また，実験等での安全管理の必要性を涵養するため，薬品講習・
高圧ガス講習・エックス線講習から成る，安全教育講習会を毎年度
実施している【3-7-11】。
　研究面では，科研費等の外部資金の募集についてのアナウンスを
紙面やメールにて告知し、その活用を積極的に呼びかけている。

3-7-10 明治大学研究･
知財戦略機構ホーム
ページ
[本学における文部科
学省ガイドラインへの
対応について]
http://www.meiji.ac.
jp/osri/guideline/ou
tline.html
3-7-11 薬品･高圧ガ
ス･液体窒素･Ｘ線装置
を使用する研究室関係
者対象の安全教育講習
会について(お知らせ)

教員の資質向上のための研修・諸活動（ＦＤ）の実施状況とその有効性



 2014年度農学部　自己点検・評価報告書
第４章　教育内容・方法・成果   １.教育目標，学位授与方針，教育課程の編成・実施方針

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

a ◎学生に期待する学習成果の達成を可能
とするために，教育内容，教育方法などに
関する基本的な考え方をまとめた教育課
程の編成・実施方針を，学部・研究科ごと
に設定していること。
【約６００字】

学位授与方針に基づき，「教育内容や教育方法の基本的考え方」を
明らかにした「教育課程の編成・実施方針」を設定している
【4(1)-7-1:8頁～10頁】。「教育内容の編成」については，「教育
課程の理念」において，「食料」「環境」「生命」という21世紀を
象徴する３つのキーワードを軸に新時代に対応した特色ある教育・
研究を行うことを示し，さらに「教育内容の構成」において，カリ
キュラムが専攻科目（基礎科目群，専攻科目群，卒論関係科目群及
び農場関係科目群）と総合科目（共通科目群，外国語科目群，保
健・体育科目群及び総合科目ゼミナール）で構成されていることを
示している。「教育方法の方針」については，「教育課程の特長」
に各科目群とも必修科目を厳選することで，興味ある分野の幅広い
学習が可能となることや各科目群に最低修得単位数を設けること
で，体系的な学習を促し偏った知識に陥らないよう配慮している。

4(1)-7-1 2015年度農
学部便覧《既出1-7-
3》

b ●学位授与方針と教育課程の編成・実施
方針は連関しているか。
【約２００字】

　農学部の各学科は，学位授与方針において，生命科学，環境科
学，食料科学，社会科学等に関する専門的な知識や技術に加えて，
広い視野や判断力，チャレンジ精神やコミュニケーション能力等の
総合的な人間力の修得を，学生に期待する到達目標として明示して
いる。このような目標を達成するために，それぞれの学科におい
て，各科目群の分野ごとに最低修得単位数を設け，学生の体系的な
学習を促すとともに，実験・実習と講義を組み合わせることで，
偏った知識のみに陥らないように配慮したカリキュラムを編成して
いる。

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

（１）教育目標に基づき学位授与方針を明示しているか ※「教育目標，ＤＰ，ＣＰ」の全文記載は不要です。根拠資料でご提示ください。

a ◎理念・目的を踏まえ，学部・研究科ごと
に，課程修了にあたって修得しておくべき
学習成果，その達成のための諸要件（卒
業要件・修了要件）等を明確にした学位授
与方針を設定していること。
【約８００字】

　農学部は，「人類の永続性を追求する」という基本理念に基づい
て，食料資源である動植物・微生物を対象とした生命科学，環境科
学，食料科学及び社会科学など幅広い学理を明らかにすることを教
育理念としている。農学部の教育目標は，人類の永続性を追求する
うえで最も重要な「食料・環境・生命」の問題に関する専門的な知
識と技術を身につけ，全地球的・全生物的視野に立って巨視的に事
象を把握し対処することのできる人材を養成することにある。
　こうした教育目標を実現するために，各学科では課程修了にあ
たって修得しておくべき学習成果を，以下のように定めている。
　農学科：中心的課題である新規農業資源の開発や水・土地資源を
生かした食糧の安定生産及び農村や都市の環境保全・創生に関する
最新の科学・技術，並びに持続的共生社会の構築に向けて地域・国
際社会で活躍できる能力。
　農芸化学科：農芸化学分野に関する事柄を的確に評価判断するた
めに必要な幅広い専門知識と確かな実験技術及び人間生活に密着し
たバイオサイエンスに関しての専門性，並びにチャレンジ精神と高
いコミュニケーション能力も兼ね備え，将来社会に貢献し社会を
リードできる素養。
　生命科学科：動植物・微生物の生命活動にかかわる生理・生化学
的，分子生物学的研究を行うことにより，生命科学の素養と同時に
広い視野と総合的な判断力を持ち，専門性を発揮して活躍できる能
力。
　食料環境政策学科：主体的に食料と環境にかかわる問題や課題を
発見し，現実を把握し，その背後にある仕組みを体系的に理解し，
理由や原因を解明し，さらに問題解決のための方策を考え，実践的
に対処できる能力。
　以上のような学習成果を達成し，学科ごとに定めた科目群，分野
別の最低修得単位数を満たした上で，卒業要件単位数124単位を修
得した者に，学士（農学）を授与する【4(1)-7-1 8-9頁】。

　　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　　評価する項目です。

評価 発展計画

4(1)-7-1 2015年度農
学部便覧《既出1-7-
3》

（２）教育目標に基づき教育課程の編成・実施方針を明示しているか　※「教育目標，ＤＰ，ＣＰ」の全文記載は不要です。根拠資料でご提示ください。



 2014年度農学部　自己点検・評価報告書
第４章　教育内容・方法・成果   １.教育目標，学位授与方針，教育課程の編成・実施方針

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

　　 点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。
  ●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　　評価する項目です。

評価 発展計画

a ◎公的な刊行物，ホームページ等によっ
て，教職員・学生ならびに受験生を含む社
会一般に対して，学位授与方針，教育課
程の編成・実施方針を周知・公表している
こと。
【約１５０字】

農学部では，全学生に対し「農学部便覧」【4(1)-7-1:8～10頁】を
入学時に配付するとともに専任教職員にも配付し周知している。さ
らに，ホームページを通じて，教育目標，学位授与方針と教育課程
の編成・実施方針が公開されており，社会一般に対して開かれてい
る【4(1)-7-2】。
　2014年度に公表された「学修環境に関する学生アンケート」で
は，本学部の教育目標及び３つの方針についての認知度はそれぞ
れ，46.5％，21.0％であった。また，これらを知る機会としては，
教育目標はホームページ・シラバス・履修ガイダンスの順で，３つ
の方針については，ホームページ・履修ガイダンス・シラバスの順
であった【4(1)-7-3】。

教育目標及び３つの方
針に対する学生の認知
度が高いとはいえな
い。

履修ガイダンスにおい
て，本学部の教育目
標，学位授与方針等に
関する説明を行う。

4(1)-7-1 2015年度農
学部便覧《既出1-7-
3》
4(1)-7-2 農学部ホー
ムページ[学部長メッ
セージ]
http://www.meiji.ac.
jp/agri/outline/mess
age.html
4(1)-7-3 2013年度明
治大学｢学修環境に関
する学生アンケート｣
集計結果報告書

a ●教育目標，学位授与方針および教育課
程の編成・実施方針の適切性を検証する
にあたり，責任主体・組織，権限，手続を
明確にしているか。また，その検証プロセ
スを適切に機能させ，改善につなげている
か。
【約４００字】

教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性に
ついては，毎年度，「自己点検・評価」の結果を基に，「教育・研
究に関する長期・中期計画書」の作成時に，「学部執行部」により
検証している。また，農学部には各学科のカリキュラム改編・授業
計画・履修・成績の取り扱いに関して「カリキュラム委員会」があ
り，教育課程編成・実施方針の検証結果に基づき，カリキュラムの
改訂を行っている【4(1)-7-4】。
　2014年度については，「教育・研究に関する長期・中期計画書」
の作成時にＤＰを，カリキュラムの改訂時にＣＰを，入試要項検討
時にＡＰの見直しを行い，その文言の一部を改正した。見直しに際
しては，執行部・学科長・一般教育主任等から構成する「連絡会」
を通じて検討を依頼し，その検討結果を取り纏めた原案を「教授
会」で承認して改正した【4(1)-7-5，6，7】。

4(1)-7-4 カリキュラ
ム委員会議事録(2013
年5月9日)審議事項1｢
教育課程編成･実施方
針に基づくカリキュラ
ムの見直しについて｣
4(1)-7-5 農学部教授
会議事録(2014年7月3
日)審議事項4｢農学部
学位授与方針(ディプ
ロマ･ポリシー)の一部
改正について｣
4(1)-7-6 農学部教授
会議事録(2014年12月
18日)審議事項4｢農学
部教育編成・実施方針
(カリキュラム･ポリ
シー)の一部改正につ
いて｣
4(1)-7-7 農学部教授
会議事録(2015年2月20
日)審議事項3｢農学部
入学者の受入方針(ア
ドミッション･ポリ
シー)の一部改正につ
いて｣

（４）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針の適切性について定期的に検証を行っているか

（３）教育目標，学位授与方針及び教育課程の編成・実施方針が，大学構成員（教職員及び学生等）に周知され，社会に公表されているか



 2014年度農学部　自己点検・評価報告書
第４章　教育内容・方法・成果   ２. 教育課程・教育内容

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

a ◎ＣＰに基づき，必要な授業科目を開設し
ていること
【６００字～８００字程度】

本学部は，「人類の永続性を追求する」ために不可欠である食料や
環境の問題を解決する人材の育成を目的とし，「食料生産と環境」
の調和を自然科学と科学技術の視点から追求する農学科・農芸化学
科と生命科学科の自然科学系３学科と，経済学に代表される社会科
学的な視点から問題を把握し，具体的な解決方向を提案することを
目指す食料環境政策学科を設置し，科学的手法の異なる特色ある諸
学科による文理融合型の総合教育を進めている。
農学科では，「食糧生産・環境コース」の技術者倫理及び文献調
査・特別研究（卒論）が必修科目となっている。農芸化学科では，
必修科目7科目のほかに選択必修科目8科目を設置し，そのうち6科
目以上の修得を義務づけている。生命科学科では，各専門に共通性
の高い基礎科目13科目について，体系的な知識を習得するために選
択必修科目とし，そのうち10科目以上の修得を義務付けている。食
料環境政策学科では，専攻基礎科目のうちの7科目が必修科目とさ
れている。なお，農学科には「日本技術者教育認定機構（ＪＡＢＥ
Ｅ）教育プログラム」として「食糧生産・環境コース」が設置され
ている【4(2)-7-1 30～31頁,37頁,45頁,56頁,65頁 】。

4(2)-7-1 2015年度農
学部便覧《既出1-7-
3》

b ◎幅広く深い教養及び総合的な判断力を
培い，豊かな人間性を涵養する教育課程
が編成されていること
【２００字～４００字程度】

教養教育として「総合科目」を90科目（卒業に必要な単位数の
72.6％に相当する）設置している【表17】。これは学科の枠を越え
て農学部全体にまたがる科目であり，各学科それぞれに設置されて
いる専門科目の集まりである専攻科目と対をなしている。
「総合科目」は，人文科学系，社会科学系，自然科学系の科目を包
括しており，自然科学系３学科の学生は人文科学系科目及び社会科
学系科目から最低４単位ずつ，食料環境政策学科の学生は人文科学
系科目及び自然科学系科目から最低4単位ずつを修得しなければな
らず，広い視野を持ち，柔軟な志向ができる人材を育成する体制が
整っている。さらに，総合科目ゼミナール，同ゼミナール論文を設
置し，各学科卒論関係科目との重複履修を認めている。
農学部に設置されている「農場実習」は全学科共通の基本的導入教
育と位置づけられ，「実地を重視し，実地を通じて理解を深め，研
究をすすめていく」という農学の基本的性格を，早い時期に，しか
も具体的に展開・経験できるよう１年次に配当されている【4(2)-
7-1:39頁,47頁,58頁,67頁】【7(2)-7-2】。

表17
4(2)-7-1 2015年度農
学部便覧《既出1-7-
3》
4(2)-7-2 農学部ホー
ムページ[農場実習と
は]
http://www.meiji.ac.
jp/agri/education/fa
rm.html

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

（１）教育課程の編成方針に基づき，授業科目を適切に開設し，教育課程を体系的に編成しているか
必要な授業科目の開設状況

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画



 2014年度農学部　自己点検・評価報告書
第４章　教育内容・方法・成果   ２. 教育課程・教育内容

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

c

d ●教育課程の適切性を検証するにあた
り，責任主体・組織，権限，手続を明確に
しているか。また，その検証プロセスを適
切に機能させ，改善につなげているか
【約４００字】

　教育課程の適切性の検証については，「カリキュラム委員会」に
おいて学部全体のバランスや整合性を検証しつつ運用している。カ
リキュラム委員会は議題に応じて年に数回開催されるもので，2014
年度は３回開催した。なお，カリキュラムはカリキュラム委員会で
の検証・検討を踏まえ，４年に１回程度改正されているが，次回の
改正は全学的な「総合的教育改革」の実施に合わせ，2017年度に行
うことを確認した【4(2)-7-3】。
　農芸化学科では、ＣＰと照らし合わせた科目新設の検討を2014年
度に行い，生物機能の高度利用による環境問題の解決策を学ぶ「環
境バイオテクノロジー」「生命システム工学」を2015年度から新設
することとした【4(2)-7-4】。

4(2)-7-3 2014年度カ
リキュラム委員会議事
録(第1回～第3回)
4(2)-7-4 農学部教授
会議事録(2014年12月
18日)審議事項4｢明治
大学学則(別表5及び6)
の一部改正について｣

順次性のある授業科目の体系的配置（履修体系図やコース系統図の明示，科目相関図，４年間の履修モデル，適切な科目区分など）
●教育課程の編成実施方針に基づいた
教育課程や教育内容の適切性を明確に
示しているか。（学生の順次的・体系的な
履修への配慮）
【約４００字】

　順次的・体系的な履修への配慮として，各学科ともに，１年次に
は専門分野を理解するための基礎科目，実験・実習を設置し，学年
が上がるにつれて段階的に専門性を高めるように科目を配置してい
る。また１・２年次を，自分の進路や専門とする分野を選ぶ時期と
位置づけ，農学全般を幅広く学ぶことができるように，総合科目と
各学科専攻科目の基礎科目群を並列したカリキュラムを設定してい
る。履修モデルで明示しているように，農芸化学科では「農芸化
学」，生命科学科では「生命科学入門」，食料環境政策学科では
「食料環境政策学を学ぶＡ，Ｂ」，「基礎ゼミ」などの導入教育科
目を設置し，各専門分野の科学的及び社会的意義を理解するととも
に，その基礎となる科目への履修意欲を引き出すこととしている。
【4(2)-7-1:39頁,47頁,58頁,67頁】。
　農学科では極めて広い分野の教育を行っているが，これらの基礎
的な内容に沿った「農学実験Ｉ～Ⅵ」を網羅的に設置している。さ
らに，各分野に対応した概論科目を１・２年次に履修する導入科目
として設置している。農芸化学科では１年次に必修科目（7科目14
単位），２年次においては選択必修科目（8科目16単位のうち12単
位以上）を履修することとし，３年次以降の専門科目及び卒論関係
科目の履修に備えている。生命科学科では，各専門分野にまたがる
科目については選択必修科目とし，学生の興味を尊重しつつ基礎的
知識を必然的に習熟できるようにし，２年次から３年次にかけて
徐々に専門性を高めていくような履修形態としている。食料環境政
策学科では，１年次前期に「基礎ゼミ」，２年次後期に「プレゼ
ミ」を設置することにより，入学直後より少人数教育を行うこと
で，基礎的知識の問題発見と解決，専門分野についての興味や理解
を早くから深めることを目指している。このように、学生は興味を
持った分野の各論へと段階的に学習を進めることができるカリキュ
ラム構成になっており，3年次からの卒業研究のテーマ（研究室）
選択と研究活動に大いに活用されている。なお，卒業研究担当者は
全員が専任教員である。これらを体系的に明示するために，４年間
の履修モデルを農学部便覧及び農学部ホームページの各学科ページ
に掲載している【4(2)-7-1 39頁,47頁,58頁,67頁】。さらに，農学
部及び各学科の教育目標に対する到達目標について理解が深まるよ
う，便覧には各学科の教育目標と専攻科目群のカリキュラムの特徴
を明記している。

専任教員により実施さ
れる実験科目や実習科
目を通じて学生・教
員・ＴＡの密接な関係
を作り上げ，学生の学
習に対する意欲を喚起
することができてい
る。
学生は興味を持った分
野の各論へと段階的に
学習を進めることがで
きるようなカリキュラ
ム構成になっている。
また，卒業研究のテー
マ（研究室）選択に大
いに活用されている。

順次性のある授業科目
の体系的配置を踏まえ
た，ナンバリングの導
入を検討する。

4(2)-7-1 2015年度農
学部便覧《既出1-7-
3》

教育課程の適切性の検証プロセスの明確化とその有効性



 2014年度農学部　自己点検・評価報告書
第４章　教育内容・方法・成果   ２. 教育課程・教育内容

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

a 2017年度のカリキュラ
ム改訂時に，「国際農
業文化理解プログラ
ム」を単位化すること
を検討している。

2017年度のカリキュラ
ム改訂時に、既修者に
対する第二外国語科目
の振替を認めるよう、
制度の変更を検討して
いる。

教育目標や教育課程の編成・実施方針に沿った教育内容（何を教えているのか）

（２）教育課程の編成・実施方針の基づき，各課程に相応しい教育内容を提供しているか

4(2)-7-1 2015年度農
学部便覧《既出1-7-
3》
4(2)-7-5 ＪＡＢＥＥ
技術者教育プログラム
認定審査結果のご報告
4(2)-7-6 2015年度農
学部シラバス《既出3-
7-5》
4(2)-7-7 科目の新設
について(願い）
4(2)-7-8 2014年度農
学部｢Global
Competence A(1)｣履修
者名簿
4(2)-7-9 2014年度農
学部国際農業文化理解
プログラム報告書

◎何を教えているのか。どのように教育目
標の実現を図っているのか。
【１２００字程度】
※教育の内容そのものですので，しっかり
と説明願います。

　農学科の教育・研究は幅広い分野にまたがっており，作物・家畜
の生産と利用，病害虫の制御，野生動植物の保全，地域空間の緑化
や環境整備，生産環境の整備などを有機的に組み合わせて「食糧生
産・環境コース」と「総合農学コース」を設け，両コースに各々教
育目標を設定して教育を行っている。このうち，2008年度に「食糧
生産・環境コース」がＪＡＢＥＥ認定技術者教育プログラムとして
認定されており，2014年度には継続審査を受審し継続が認められた
【4(2)-7-5】。また，「技術者倫理」は，技術者として活躍するた
め必要な倫理観を学ぶ科目であり，食糧生産・環境コースにおいて
は必修科目に位置づけている。
　農芸化学科は，生物機能を応用したバイオテクノロジーと最新の
サイエンスを融合した手法を用い，人間生活に関わりのある食品・
環境分野の諸課題を解決するための教育研究を行っている。農芸化
学の中のどの分野においても基礎となる有機化学，生物化学，微生
物学（それぞれⅠ，Ⅱ）及び基礎分子生物学の7つの科目を１年次
に必須科目としている。２年次以降は各自の選択により専門性の高
い科目（選択必修科目を含む）を履修する。また，実験を重視して
おり１年次前期から専門実験を始め，３年次から研究室に所属し卒
業研究に取り組む【4(2)-7-1 40頁】。
　生命科学科では，生命活動を分子や遺伝子レベルで捉え，環境や
食糧問題などの解決へと活用することを目指している。この目標を
達成するために，動植物や微生物に関する基礎的内容を学習すると
ともに，生命の基本分子であるＤＮＡ，タンパク質及び糖質などの
分子特性から組織・個体に繋がる構造，機能を理解し，また生命科
学研究に必要な化学，生物実験や情報処理技術の基礎を修得する。
とくに実験・実習については１年次から十分な時間数を確保し，
様々な分野の研究を直に体験することで学習意欲を喚起している。
２・３年次には発展的な内容の専門科目を順次系統的に履修してい
くカリキュラムを整備している。また３年次からは研究室での卒業
研究も開始し，細胞内外の化学反応を扱う生化学や遺伝子の構造と
機能を扱う分子生物学を基盤として，動植物や微生物の代謝・成
長・生殖・免疫・分化などに関する理解を深め，生物の能力を高度
に利用する方策を探求する【4(2)-7-1 50頁】。また，「バイオイ
ンフォマティクス」，「プロテオミクス」，「エピジェネティク
ス」等の専門性の高い教育も実施している。
　食料環境政策学科は，経済学，経営学，社会学などをベースとし
て，食料と環境に係わる諸問題を総合的に考察する学科である。本
学科は2008年度に「農業経済学科」から学科名称を変更しており，
「食と農」及び「環境と資源」をカリキュラムの２本柱に据え，食
料と環境をめぐる諸問題を社会科学の側面から考究し，その問題解
決に取り組む人材の育成を目的とすることを，これまで以上に明確
にした【4(2)-7-1 59頁】。また，少人数のゼミにおいて専門的な
文献の輪読や１週間程度のフィールド調査実習，卒業論文の執筆を
行っている。
　総合科目群は４分野構成の共通科目群、そして外国語科目群、保
健・体育科目群、および総合科目ゼミナールからなり、カリキュラ
ムでは各学科専攻科目との相補性と一貫性をもたせて設置されてい
る。【4(2)-7-1 20頁】複眼的な広い視野から「食料」「環境」
「生命」という現代的課題に柔軟に対応できる人材育成のために、
科目選択に幅をもたせることで学生の自主的な学習を促している。
外国語の英語科目は習熟度とテーマ別に開講され、総合英語や科学

英語、コミュニケーション能力に係るTOEFL
Ⓡ・TOEICⓇなどの資格試

験準備講座が置かれ，中国語・フランス語・ドイツ語・スペイン語
から選択する第二外国語の学習と合わせて、専攻科目を学ぶための
基礎力養成や留学などの具体的な目標実現に対応している【4(2)-
7-6 75～82頁】。ゼミナール科目では、通年開講の演習式の小人数
教育によってディスカッション等を行い、理解を深める指導を行っ
ている。【4(2)-7-1 28～29頁】2014年度新設のGlobal Competence
科目では英語による講義をとおして異文化間コミュニケーション能
力を涵養し、グローバル社会で活躍できる人材の育成をめざして指
導を行っている。【4(2)-7-7】

・英語によるコミュニ
ケーション能力の全体
的な向上が期待される
と同時に，レベル別の
対応がされていること
で，学習者に合った授
業の選択が可能であ
る。
・2014年度に総合科目
群に新規設置の
「Global
competence」履修者の
中には、タイで行われ
た「国際農業文化理解
プログラム」に参加し
た学生もおり、授業の
成果が学生の海外での
活躍に直接結びついて
きている。【4(2)-7-
8，9】

一部の第二外国語科目
において、既修者が必
修の初級科目を学ばな
ければならないという
カリキュラム上の問題
点が指摘されている。
中級・上級科目の履修
をもって必修科目に振
り替えられるような制
度上の改善が求められ
る。



 2014年度農学部　自己点検・評価報告書
第４章　教育内容・方法・成果   ２. 教育課程・教育内容

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

b ●特色，長所となるものを簡潔に記述して
ください。
【２００字～４００字程度】

卒業研究を実施する研究室への配属は，研究課題について十分に学
生に周知し，学生の興味・希望を重視することで，80～90％の学生
が研究室に所属している。いずれの学科も教員研究室に隣接して実
験・実習室が設置され，個々の学生に緊密な指導が行われている。
また早い時期から大学院課程での高度な専門知識を得ることで，研
究への意欲を高めるために，進学予定者は４年次に大学院博士前期
課程の科目を一部履修することができる。
　農学部の特色ある教育課程，教育内容として，実地を通じて具体
的に経験し，理解を深めていくという農学教育の実践は，教育指導
上大変有効である。大学付属「黒川農場」にて実際に作業を通して
植物栽培の基礎を身に付け，農業生産の意味を理解する「農場実
習」の他，各種の実験，実習，１週間程度農家に滞在して農作業を
体験する「ファームステイ研修」は履修後のレポートや高い履修率
（2015年度は約75％）からも分かるように，学生の評価は極めて高
い【4(2)-7-6:326頁】。

黒川農場等を利用した
「農場実習」は，履修
後の感想文から参加者
の満足度が高いことが
分かる【4(2)-7-
10】。また学生の履修
率も高く，2014年度の
履修率は４学科合計で
約90％であった。

農場実習の受講学生に
は実習報告書を提出さ
せているので，報告内
容について検討し，一
層の改善について対応
する。

4(2)-7-6 2015年度農
学部シラバス《既出3-
7-5》
4(2)-7-10 2014年度農
場実習報告書

c ●特色，長所となるものを簡潔に記述して
ください。
【２００字～４００字程度】

本学部の国際交流状況について，現在，海外の７大学と学部間協定
を締結しており，そのうち「カセサート大学カンペンセン校農学部
（タイ）」と「ハワイ大学マノア校熱帯農学・人的資源学部（米
国）」とは単位互換留学が可能である【4(2)-7-12】。2012年度に
初めて派遣留学生の募集・選考を行った結果，2013年度2名，2014
年度2名の学生がカセサート大学へ留学した。また，2012年度には
この様な長期留学プログラムに加え，農学部独自の短期留学プログ
ラム（「国際農業文化理解」）の設置について「国際交流委員会」
で検討し，2013年度よりタイにおいて8日間のプログラムとして実
施している【4(2)-7-11】。2013年度は28名，2014年度は9名の学生
が参加した。2015年度は8名の学生の参加が見込まれている。

　また，留学を促進するため，在学中にＴＯＥＩＣⓇやＴＯＥＦＬⓇ

を少なくとも１回受験することを目指し，2013年度２回，2014年度

２回，ＴＯＥＦＬ‐ＩＴＰ®団体特別受験制度として受験料補助を実
施し，2015年度についても実施する【4(2)-7-12】。ただし，国際
化に対応する科目がまだ少ない状態である。
　また，食料環境政策学科の「海外農業体験」は，2011年度から中
国山東省での実習を実施しており，2014年度の履修者21名, 2015年
度17名である。そこでは，日系の大規模農企業において多様な農作
業の体験や現地農業者との交流を行い，参加学生から好評である
【4(2)-7-13】。

短期留学プログラム
（「国際農業文化理
解」）は，実施初年度
の2013年には定員20名
に対し28名の応募があ
り，参加学生の評価も
高かったが，2014年に
は参加者が9名に激減
した。2015年の参加者
も8名の見込みであ
る。

短期留学プログラム
（「国際農業文化理
解」）の応募者の減少
について，懸念点の洗
い出しと検討を行う。
実施時期を夏休みに変
更することも検討す
る。

4(2)-7-11農学部ホー
ムページ[農学部海外
留学プログラム(短期･
長期)]
http://www.meiji.ac.
jp/agri/internationa
l/index.html
4(2)-7-12 2015年度リ
バティアカデミー主催

ＴＯＥＦＬ-ＩＴＰ®

テスト(団体特別受験
制度)受験料補助につ
いて
4(2)-7-13 農学部ホー
ムページ[食料環境政
策学科 海外農業体験
(中国)を実施しまし
た]
http://www.meiji.ac.
jp/agri/info/2014/6t
5h7p00000htrpn.html

特色ある教育プログラムの内容とその効果（当該学部等固有のプログラムやＧＰ採択事業など）

（３）学部間等における国際的な教育交流の内容とその効果　（学部間協定，短期海外交流など）



 2014年度農学部自己点検・評価報告書
第４章　教育内容・方法・成果   ３.教育方法

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

（１）教育方法及び学習方法は適切か
教育目標や教育課程の編成・実施方針と授業形態（講義科目，演習科目，実験実習科目，校外学習科目等）との整合性
a ◎当該学部・研究科の教育目標を達成す

るために必要となる授業の形態を明らか
にしていること
【約８００字】

　本学部において講義，演習，実験，実習といった複数の授業形態
を採用することは，教育課程の編成・実施方針に合致している。
2015年度の実験科目履修者は農学科・農芸化学科・生命科学科１年
生延べ957名（在籍者421名），２年生1,327名（在籍者451名），実
習科目(農場実習・ファームステイ研修除く）履修者は１年生延べ
697名(在籍者563名），２年生429名（在籍者596名），３年生479名
（在籍者594名），４年生391名（在籍者621名），ファームステイ
研修履修者は２年生109名（食料環境政策学科在籍者145名）であ
り，これらの履修比率はきわめて高く，教育指導上，有効に活用さ
れている。なお，実験・実習科目は，そのほとんどを専任教員が担
当している。
　特に付属農場で実施する「農場実習」は，農学部の学生が実地を
理解するうえで貴重な授業形態である。本学の農場では，通常の露
地栽培だけでなく，「先端的施設栽培施設」「循環を重視した有機
農業圃場」を活用して，農作物の播種，育苗，施肥，除草，病虫害
防除などの栽培管理，及び収穫，出荷調整などを体験的に学び，農
業生産技術の成り立ちや里山の機能，自然エネルギー，バイオ燃料
などを理解する。2015年度の「農場実習」の履修者数は，農学科
121名，農芸化学科132名，生命科学科125名，食料環境政策学科126
名でり，１年生の89.5％以上が履修している。実習期間は，春学期
グループ（4月13日～7月15日）と秋学期グループ（9月21日～12月7
日）に加えて，夏期集中型，通年型に分けて行っている。
　食料環境政策学科の「ファームステイ研修」は，各地の農村にお
いて農家に宿泊して農作業に従事し，農家の生活に触れ，総合的に
現実の農業や農村生活の姿を体得することを目的に設置している
【4(3)-7-1 326頁】。また，同学科の「海外農業体験」は，中国山
東省において実施され，大規模農企業の受入れにより，多様な農作
業の体験や現地農業者との交流が行われている【4(3)-7-1 327
頁】。実習後のレポートから分かるように、これら実験，実習，
ファームステイ研修に対する学生の評価は極めて高い【4(3)-7-3】
　各学科とも，導入教育科目を設置している。導入教育科目は，農
芸化学科では「農芸化学」，生命科学科では「生命科学入門」，食
料環境政策学科では「食料環境政策学を学ぶＡ，Ｂ」，「基礎ゼ
ミ」などで，各専門分野の科学的および社会的意義を理解するとと
もに，その基礎となる科目への履修意欲を引き出すこととしている
【4(3)-7-2 39頁，47頁，58頁，67頁】。

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

4(3)-7-1 2015年度農
学部シラバス《既出3-
7-5》
4(3)-7-2 2015度農学
部便《既出1-7-3》
4(3)-7-3 ファームス
テイ研修記録集2014

b ●教育課程の編成・実施方針に基づき，
各授業科目において適切な教育方法を
取っているか。
【約４００字】

農学科の基礎科目である「技術者倫理」は，技術者として活躍する
ため必要な倫理観を学ぶ科目であり，食糧生産・環境コースにおい
ては必修科目に位置づけてある。
農芸化学科では２年次に必修科目演習Ⅰ，Ⅱを設け，１年次に必修
科目の理解が不足している学生を対象に基礎学力の習得に向けた徹
底した指導を行っている。
生命科学科の教育目標である分子レベルでの生命現象の理解を実現
するために，動植物や微生物に関わらず，各科目において生化学的
または分子生物学的視点を取り入れている。
食料環境政策学科の基礎ゼミは，学科の全専任教員が共通の授業進
行により行う，ゼミナール形式の少人数授業であり，１年次の導入
教育として位置づけられている。
３・４年次配当の総合科目ゼミナールは，専門分野とは別に（プラ
スαとして）様々な分野に興味を抱く学生が自発的に学ぶ姿勢を築
き，自ら発信する力を育てる。また，語学も机上の勉学にとどまら
ず，体験的に学習できる方法を模索している。例えば「人文科学ゼ
ミナール」では，学生が興味のある分野について自ら取材，調査し
たものをエッセイとしてまとめ，小冊子という形に残す，という試
みを行っている【4(3)-7-1:180頁】。また，「外国文化ゼミナー
ル」では，日本語を学ぶ海外の学生の来日に合わせて交流の機会を
作り、その後、双方の授業の内容に関連して生じる問題意識につい
て、メディアを用いた交流を継続することにより、同世代の学生の
感性を刺激し合う試みを行っている【4(3)-7-1:181～184頁】。
語学の授業においては，メディア教室を利用して，海外のニュース
をベースにしたネット上の練習問題を利用することなどを通し，同
一事項の多様な視点による報道の可能性に気付き，メディアの読み
方のセンスを磨くことなどを試みている。また外国語学習のインセ
ンティブを高めるため、検定試験にも対応できるより実践的な運用

総合科目ゼミナールで
は、少人数でじっくり
と興味のある分野に取
り組むことが可能なた
め，学生の自発性を生
かすことが可能であ
る。知識を吸収するの
みでなく，自ら発信す
る力を育てる効果があ
る。第二外国語科目に
おいては、１年次の必
修科目を終えた後もさ
らに深く学ぼうとする
学生が増加している。
【4(3)-7-4】

さらに，少人数教育の
長所を生かし、学生と
必要なコミュニケー
ションを取り、学生の
学習意欲を喚起するた
めの工夫について検討
する。

4(3)-7-1 2015年度農
学部シラバス《既出3-
7-5》
4(3)-7-4 第二外国語2
年以降必修･選択外科
目履修状況



 2014年度農学部自己点検・評価報告書
第４章　教育内容・方法・成果   ３.教育方法

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

c ◎１年間の履修科目登録の上限を５０単
位未満に設定していること。これに相当し
ない場合，単位の実質化を図る相応の措
置が取られていること。（学部）
【約２００字】

　各学年での新規履修単位数は40単位以内（実験，実習関連科目を
除く）である。2007年度の大学基準協会による大学評価で学外委員
より70単位（新規・再履修合計）という履修制限単位数が過大では
ないかと「助言」を受けたため，第２期「改善アクションプラン」
においてカリキュラム改訂を実施し，2014年度より再履修を含めた
履修制限単位数を，49単位以内に定めた【4(3)-7-2:14頁】。ただ
し，履修制限単位には実験，実習，演習，卒論関係科目，ゼミナー
ル，セミナール論文および卒業要件単位外科目を含めていない。
　進級条件の設定は，１年次から２年次へは「１年次修了時におい
て，卒業要件単位10単位以上修得」である。2012年度カリキュラム
改定で，２年次から３年次への進級条件を「２年次修了時におい
て，卒業要件単位60単位以上修得」とした【4(3)-7-2:18頁】。ま
た，研究室入室条件となる修得単位数を各学科で設定し，厳格に運
用している【4(3)-7-2:35～36,43～44,54～55,63～64頁】。
　さらに，修得単位数が１年次修了時20単位未満，２年次修了時60
単位未満，３年次修了時84単位未満，４年次修了時124単位未満で
ある学生に対しては，クラス担任・学習支援委員による「修学指
導」を行っている【4(3)-7-2:19頁】。

2014年度より再履修を
含めた履修制限単位数
を，49単位以内に定め
たが，履修制限単位に
は実験，実習，演習，
卒論関係科目，ゼミ
ナール，セミナール論
文および卒業要件単位
外科目を含めていな
い。

履修制限単位につい
て，2017年度カリキュ
ラム改正に向けて検討
を開始する。

4(3)-7-2 2015年度農
学部便覧《既出1-7-
3》

d ●履修指導（ガイダンス等）や学習指導
（オフィスアワーなど）の工夫について，ま
た学習状況の実態調査の実施や学習
ポートフォリオの活用等による学習実態の
把握について工夫しているか。
【約２００字～４００字】

　農学科では新入生全員に「学習・教育目標達成度評価表」を配布
し，１・２年次は学期ごとの単位取得状況を記入し，クラス主任に
提出するよう指導している。また，食糧生産・環境コースを選択し
た学生には「学習・教育目標達成度評価表」に加えて「卒業研究実
施記録」の記入が義務付けられており，自ら学習について振り返る
ことができ，研究室での学習指導にも利用されている【4(3)-7-
5】。一方で、農学部学習支援室を利用する学生は学習意欲がもと
もと高い学生が多く，本来支援が必要と思われる学生の来室数があ
まり多くない。
　卒業論文関係科目は必須ではないが2014年度の研究室所属率は，
各学科80％を超えている【4-3-6:14頁，20頁，26頁，32頁】。
　農学部研究室案内において，各教員のオフィスアワーまたはメー
ルアドレスを示し，学生の履修指導に役立てている【4(3)-7-7】。

4(3)-7-5 学習・教育
目標達成度評価表
4(3)-7-6 農学部大学
院農学研究科学部ガイ
ド2015
4(3)-7-7 2015年度農
学部研究室案内

e ●学生の主体的な学びを促す教育（授業
及び授業時間外の学習）を行っているか。
【なし～８００字】

　実験・実習科目には，学生が安全かつ主体的に実験・実習を進め
られるよう１科目について複数のＴＡを採用している【4(3)-7-
8】，準備や実習ならびにレポート指導等にＴＡを活用し成果を挙
げている。「農場実習」については，学生20人に1人の教員・職員
が配備できるよう配慮した。また，専門性の高い「バイオインフォ
マティクス入門」および「バイオインフォマテイクス」でもＴＡを
活用し，パソコンを使用しながら実習に近い形で教育を行ってい
る。
　農学科では，定期試験の答案は返却するようにしており，自分で
習熟度を確認し主体的に学習に取り組む仕組みになっている。
　入学制度の多様化は学生の多様化をもたらし，学内に活気を与え
る一方，学力の低い学生も入学している。そのため学習支援を手厚
くするためのフォローアップ及び科目等の整備を行っている。
　また，授業改善アンケートの結果を教員にフィードバックし，各
人が授業の改善に反映することで学生の主体的参加を促している。

4(3)-7-8 2014年度Ｔ
Ａ実施報告書

能力習得を目指した授業や、国際的な習得基準に準拠した会話中心
の授業も行って、学生の多様なニーズに応えている【4(3)-7-1:116
～117頁】。

英語Ⅲ（選択科目）では，ＴＯＥＦＬⓇ,ＴＯＥＩＣⓇなどの資格試
験準備講座が設置され，留学など具体的な目標実現にも対応してい
る【4(3)-7-1:75-76頁】。

 

 

履修科目登録の上限設定，学習指導・履修指導（個別面談，学習状況の実態調査，学習ポートフォリオの活用等）の工夫

学生の主体的参加を促す授業方法（学習支援，ＴＡの採用，授業方法の工夫等）



 2014年度農学部自己点検・評価報告書
第４章　教育内容・方法・成果   ３.教育方法

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

◎授業の目的，到達目標，授業内容・
方法，1年間の授業計画，成績評価方
法・基準等を明らかにしたシラバス
を，統一した書式を用いて作成し，か
つ，学生があらかじめこれを知ること
ができる状態にしていること
約３００字】

　シラバスは2014年度より全面的にＷＥＢシラバスを活用し，教員
が授業を進める中で更新したものを学生が常にＷＥＢ上で確認でき
るようにし，明治大学教育支援システム（Oh-o! Meijiシステム）
の活用を促進した。定期試験や授業中の小試験等の比重など，具体
的な成績評価基準をすべての科目に明記しており，主体的な学修を
促すものとなっている。なお，農学科では，各科目とＪＡＢＥＥの
求める基準を達成する学習・教育目標との関係をシラバス及びガイ
ダンス資料において明示している【4(3)-7-9】。

4(3)-7-9 明治大学農
学部農学科ＪＡＢＥＥ
ガイダンス

●シラバスと授業方法・内容は整合し
ているか（整合性，シラバスの到達目
標の達成度の調査，学習実態の把
握）。
約４００字】

　シラバスの内容や教科書の選択と実際の授業運営状況の適切性に
ついては，「カリキュラム委員会」でシラバスに基づいた授業運営
上の問題点などの報告を受け，次年度に向けた改善を講じられるよ
うな体制を整えている。
　一般教育が中心となって担当する総合科目群では，兼任講師の担
当する授業も多くあり，シラバスの内容や教科書の選択と実際の授
業運営状況とが適切なものかを学部が把握し，また各授業科目の設
置理念・方針を学部と担当教員とで共有できるよう「英語教員打ち
合せ懇談会」「第二外国語教員打合せ懇談会」を開催し，シラバス
に基づいた授業運営上の問題点などの報告を受け，次年度に向けた
改善を講じられるような体制を整えている【4(3)-7-10，11】。

農学科では「将来検討
委員会」を組織し，長
期的な視野でカリキュ
ラムやシラバスの適正
や将来性を議論してい
る。

総合科目においては、
兼任講師の担当科目も
多いことから、より確
実な授業運営のため、
カリキュラム委員が中
心となって各講師との
連絡体制を強化するこ
とが必要となる。「第
二外国語教員打合せ懇
談会」については、出
席率を高める工夫が求
められる。

計画だけではなく、そ
の検証にも取り組むこ
ととする。

カリキュラム委員が各
兼任講師との窓口に
なって、定期的に連絡
を取り合う体制の確立
を検討している。

4(3)-7-10 英語教員打
合せ懇談会について
(お知らせ)
4(3)-7-11 第二外国語
教員打合せ懇談会につ
いて(お知らせ)

●単位制の趣旨に照らし，学生の学修
が行われるシラバスとなるよう，ま
た，シラバスに基づいた授業を展開す
るため，明確な責任体制のもと，恒常
的にかつ適切に検証を行い，改善につ
なげているか。
約４００字】

シラバスに基づいた授業展開がなされているかについては，授業改
善アンケート【4(3)-7-12】の内容をもって確認している。またシ
ラバスの内容については，「ＦＤ委員会」の指示のもと事務担当者
にて点検を行い，必要に応じて担当教員に確認を依頼している。

4(3)-7-12 学生による
授業改善のためのアン
ケート(設問用紙,日本
語･英語併記)

a ◎授業科目の内容，形態等を考慮し，単
位制度の趣旨に沿って単位を設定してい
ること。（成績基準の明示，授業外に必要
な学習内容の明示，ミニマム基準の設定
等，（研究科）修士・博士学位請求論文の
審査体制）
【約４００字】

　実験・実習及び外国語科目については，半期1単位（食料環境政
策学科のファームステイ研修・海外農業体験は通年科目なので2単
位），その他講義科目については半期2単位に統一しており，この
ことから授業形態・特徴・内容に応じた単位計算がなされている。
卒業関係科目については，自然科学系３学科（農学科・農芸化学
科・生命科学科）は３・４年次継続履修で8単位，食料環境政策学
科においてはフィールド調査実習とセットで10単位としている
【4(3)-7-2 12頁】。
　また，ＧＰＡ制度を導入しており，それを便覧に明記している。
履修定員設定科目の受講者選抜にＧＰＡを利用することで，学生の
学修意欲を促している【4(3)-7-13 326頁】【4(3)-7-14，15】。

4(3)-7-2 2015年度農
学部便覧《既出1-7-
3》
4(3)-7-13 2015年度農
学部シラバス《既出3-
7-5》
4(3)-7-14 海外農業体
験ガイダンス資料
4(3)-7-15 2015年度｢
ファームステイ研修｣
履修希望届提出につい
て

b ◎既修得単位の認定を大学設置基準等
に定められた基準に基づいて，適切な学
内基準を設けて実施していること。
【約１００字】

　外国の大学との単位互換制度はなく，必要が生じた時は「カリ
キュラム委員会」において学則に則り単位認定について検討し，教
授会で承認している。協定校留学や認定校留学で取得した単位につ
いても同様の手続を経て30単位までを上限に卒業要件単位として認
定している【4(3)-7-16】。

4(3)-7-16 農学部単位
認定基準

a ◎教育内容・方法等の改善を図ることを目
的とした，組織的な研修・研究の機会を設
けていること。
【約８００字】

　入試制度の多様化により，入学者の第一外国語（英語）の学力差
が拡大している。この問題に対応するため，第一外国語（英語）に
おいては，習熟度別クラス編成を行い，学力に応じた授業による学
習意欲の向上を図っている。

b ●授業アンケートを活用して教育課程や
教育内容・方法を改善しているか。
【約４００字】

　授業改善アンケートの実施については，全教員が１科目以上の授
業改善アンケートを無記名で実施することを制度化し【表29】，そ
の結果を担当教員にフィードバックし，学生の率直な授業評価を授
業改善に活用できるようにした。

表29

（２）シラバスに基づいて授業が展開されているか

（３）成績評価と単位認定は適切に行われているか

（４）教育成果について定期的な検証を行い，その結果を教育課程や教育内容・方法の改善（授業に関わるＦＤ活動）に結びつけているか



 2014年度農学部自己点検・評価報告書
第４章　教育内容・方法・成果   ３.教育方法

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について，
必ず記述してください

c ●教育内容・方法等の改善を図るための
責任主体・組織，権限，手続プロセスを適
切に機能させ，改善につなげているか
【約４００字】

　教育内容・方法の検証・検討については，最初に各学科及び一般
教育において実施され，その検討結果を受けてカリキュラム委員会
で取りまとめ（教育成果も含めて）を行っている。履修上限単位数
については，2013年度にカリキュラム委員会で検討を行い，2014年
度より再履修を含めた履修制限単位数を49単位以内とすることを決
定した。
　「農場実習」については，実習終了後の「農場運営委員会」にお
いて，「授業改善アンケート」を実施し，これに加えて「学生感想
文」を提出させ，実習の改善に反映させている。さらに，実習計画
と実習終了後の報告書及び学生の実習感想文をまとめ，農学部の関
係科長に「農場実習学科別報告書」【4(3)-7-17】を提出し，次年
度の実習の改善を検討している。報告書には学科ごとにカリキュラ
ムや実習内容の留意点，担当教員の所感，問題点・課題について記
載している。

4(3)-7-17 2014年度農
場実習報告書《既出
4(2)-7-10》



 2014年度農学部　自己点検・評価報告書
第４章　教育内容・方法・成果   ４. 成　果

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

a ●課程修了時における学生の学習成果を
測定するための評価指標を開発し，適切
に成果を測るよう努めているか。
【なし～４００字程度】

　農学部における学習成果の測定基準は，学位授与基準において具
体的到達目標を明示し，単位授与により学力の達成度を学習成果の
評価指標として測定し，確認している。

b ●学位授与にあたって重要な科目（基礎
的・専門的知識を総合的に活かして学習
の最終成果とする科目，卒業論文や演習
科目など）の実施状況。
●学位授与率，修業年限内卒業率の状
況。
●卒業生の進路実績と教育目標（人材
像）の整合性があるか。
●学習成果の「見える化」（アンケート，
ポートフォリオ等）に留意しているか。
【約８００字】

　学位授与にあたり，学習の成果として重視する科目として，卒業
論文があり，学科あるいは研究室単位で報告会を実施し，組織的に
教育成果を検証している。
　2014年度の学位授与率は，在籍者604名に対し，学位授与者543名
の89.9％であった【表30】。
　進路実績については農学部の特徴を生かして食品関係企業や流通
関係企業の比率が相対的に高くなっており，教育目標と整合性が取
れている【4(4)-7-1】。農芸化学科では，食品衛生監視員などの任
用資格に関して関係省庁に資格要件等を再確認し，学生への周知を
行っている。生命科学科では，毎年2～3割の学生が大学院へ進学し
ており，幅広い基礎的科目の取得から順次性のある専門科目教育，
さらには2年間を通した卒論関連科目での卒業研究により，より高
度な学習・研究への意欲を持った学生を輩出している。
　学習成果の可視化に留意している事項として，学外での学生の活
動がある。第29回 ＴＰＡ Thai Speech Contest 2014（ソーソー
トータイ語スピーチコンテスト）において農学科３年生が3位に入
賞などの実績があった【4(4)-7-2】。

農学部の学位授与率
は，近年一貫して90％
前後を持続しているこ
とから，教育目標に
沿って，十分な教育効
果があがっていると判
断できる【表30】。

引き続き，教育目標に
沿って，適切な教育を
行うことで，高い学位
授与率を維持する。

表30
4(4)-7-1 2014年度就
職概況,業種別就職状
況(理科系学部生･学
別)
4(4)-7-2 明治大学農
学部ホームページ
[ニュース 農学部農学
科3年の…]
http://www.meiji.ac.
jp/agri/info/2014/6t
5h7p00000i26sb.html
表30

c ●学生の自己評価，卒業後の評価（就職
先の評価，卒業生評価）を実施しているか
【約４００字～６００字】

学生の自己評価について，「農場実習」は「学生のアンケート」や
「感想文」により，一貫した作物生育を体験できた成果を確認して
いる。【4(4)-7-3】
教育効果については，「授業改善のためのアンケート」を実施して
おり，2014年度アンケートでは設置科目の多くにおいて高い割合で
満足していることが示された【4(4)-7-4】。
また，食料環境政策学科の「ファームステイ研修」では，研修終了
後に参加学生に研修に関する感想を含むレポートを提出させてい
る。さらに，「インターンシップ」についても，研修終了後にレ
ポートの提出を義務付けた上で報告会を実施している。
2014年度に公表された「学修環境に関する学生アンケート」では，
カリキュラム(授業科目の体系)に対する満足度については，「満足
である」22.3％，「どちらかといえば満足である」63.1％と肯定的
意見が85.1％を占めており，これは全学部で2番目に高い順位で
あった【4(4)-7-5】。

4(4)-7-3 2014年度農
場実習報告書《既出
4(2)-7-10》
4(4)-7-4 2014 授業改
善のためのアンケート
実施報告書
4(4)-7-5 2013年度明
治大学｢学修環境に関
する学生アンケート｣
集計結果報告書《既出
4(1)-7-4》

a ◎卒業・修了の要件を明確にし，履修要項
等によってあらかじめ学生に明示している
こと。
◎学位授与にあたり論文の審査を行う場
合にあっては，学位に求める水準を満た
す論文であるか否かを審査する基準（学
位論文審査基準）を，あらかじめ学生に明
示すること。
【約２００字】

　学部便覧に明記されているように，科目区分ごとの最低必要単位
数を満たしたうえで，総単位数124単位以上の修得を，卒業要件と
している【4(4)-7-6 18頁】。
　学生の修得単位数は「卒業判定教授会」において審査し，学位授
与者を決定している【4(4)-7-7】。農学科の食糧生産・環境コース
においては卒業論文が必須であり，「学習・教育目標達成度評価
表」に基づいて，学習・教育目標を修めたものがＪＡＢＥＥ認定
コースの修了生として認められる【4(4)-7-8 6頁】。

卒業要件は，学部便覧
等に明記してあるが，
学科ごとに必修指定科
目や分野ごとの最低必
要単位数等の規程が異
なることもあり，履修
すべき科目の選択を誤
る学生が散見される。

各学科の入学時履修ガ
イダンスにおいて，卒
業要件の説明をより懇
切丁寧に行うことで，
履修科目選択上の誤り
を減らすように努め
る。

4(4)-7-6 2015年度農
学部便覧《既出1-7-
3》
4(4)-7-7 農学部教授
会議事録(2015年3月5
日)審議事項3.｢2014年
度卒業判定について｣
4(4)-7-8 農学部農学
科ＪＡＢＥＥガイダン
ス《既出4(3)-7-9》

b ●学位授与にあたり，明確な責任体制の
もと，明文化された手続きに従って，学位
を授与しているか。
【約６００字】

　取りまとめた成績評価を卒業判定教授会で審査した後、学位授与
を決定している。
　就職活動と卒業研究の両立に課題があるとされていたため，農芸
化学科では2014年度の時間割を大幅に変更し，３年次の卒業研究実
施時間を増やした。これにより、４年次の就職活動と卒論研究の両
立にかかる負担を軽減している【4(4)-7-9】。

4(4)-7-9 2015年度農
学部時間割表

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

（１）教育目標に沿った成果が上がっているか

（２）学位授与（卒業・修了判定）は適切に行われているか

点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の
    達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目



 2014年度農学部　自己点検・評価報告書
第５章　学生の受け入れ　

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

a

b ●該当する事項があれば説明する
【約２００字】

　障害を持った志願者からの出願については，入学試験要項に事前
に申し出るように記載している【5-7-3 13頁】。
　志願者からの申し出による入学試験での特別な配慮の実施につい
ては，公正さの確保の観点から執行部会の審議により可否を決定す
る手続きを取っている。
　入学後の配慮や学習支援体制整備に関しては，執行部，学科長及
び学習支援委員会によりその実施方法を検討している。

農学部１号館,３号館
及び４号館はエレベー
タなし，段差ありでバ
リアフリーにほど遠
い。

バリアフリーを実現す
べく，関係各所に継続
的な働きかけを行う。

5-7-3 2015年度明治大
学入学試験要項(学部
一般入試,センター利
用入試,全学部統一入
試)

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

（１）学生の受け入れ方針を明示しているか（「AP」の全文記述は不要です）
求める学生像の明示及び当該課程に入学するに当たり修得しておくべき知識等の内容・水準の明示及び社会への公表

◎理念・目的、教育目標を踏まえ、求める
学生像や、修得しておくべき知識等の内
容・水準等を明らかにした学生の受け入
れ方針を、学部・研究科ごとに定めている
こと。
◎公的な刊行物、ホームページ等によっ
て、学生の受け入れ方針を、受験生を含
む社会一般に公表していること。
【約４００字】

　「農学部入学者の受入方針」（ＡＰ）において，求める学生像を
学科ごとに定めている。
　農学科では，人類の生存にとって最も重要な食料生産や環境の保
全に関わる分野で活躍できるよう，全地球的視野・幅広い科学的素
養と農学に関連する基礎的技術体系を総合的に身に付けた，問題解
決能力の高い人材となることを目指す学生を求めている。
　農芸化学科では，農芸化学分野に関する事柄を的確に評価判断す
るために必要な幅広い専門知識と確かな実験技術を習得し，人間生
活に密着したバイオサイエンスに関しての専門性の修得を目指す学
生を求めている。
　生命科学科では，あらゆる生物の生命現象を分子レベルで解析･
解明し，生物個体の多様な生命現象のメカニズムや生物間の相互関
係などを探り，生命全般や地球的な環境の問題の解決に貢献するこ
とを目指す学生を求めている。
　食料環境政策学科では，人類の生存基盤と福祉に関わる食料・農
業問題と環境・資源問題について，社会科学の観点から，個人，地
域から地球規模までを広く視野に入れ，問題解決への道筋を考究
し，行動できるような専門性と総合性を兼ね備えた人材となること
を目指す学生を求めている。
　また，入学するにあたり，修得しておくべき知識等の内容・水準
については，国語，外国語について十分に学んだうえで，理系３学
科では，専門科目を習得するうえで基本となる理系教科を必須と
し，文系教科についても十分な基礎学力をつけることが望まれる。
また，食料環境政策学科は，現実の社会に強く関心をもちながら社
会系教科を学習し，自然科学の基礎的知識も習得することを求めて
いる【5-7-1 8～10頁】】。
　なお，農学部特別入試（自己推薦特別入試・地域農業振興特別入
試）に関しても入学者の受入方針を定め，各入試要項に公開してお
り，本要項は大学ホームページの入試総合サイト内の「特別入試
入試要項・出願書類ダウンロード」より，入手出来る仕組みとなっ
ている【5-7-2】。
　入学者の受入方針の公表について「入学試験要項」及び大学ホー
ムページにおいて公開し，受験生を含む社会に幅広く公表している
【5-7-3 7頁】【5-7-4】。

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

5-7-1 2015年度農学部
便覧《既出1-7-3》
5-7-2 入試総合サイト
[特別入試 入学試験要
3項･出願書類ダウン
ロード]
http://www.meiji.ac.
jp/exam/reference/tg
ansho.html
5-7-3 2015年度明治大
学入学試験要項(学部
一般入試,センター利
用入試,全学部統一入
試)
5-7-4 大学ホームペー
ジ[教育情報の公表 ア
ドミッション･ポリ
シー,入学者数･在学生
数,卒業･就職状況等]
http://www.meiji.ac.
jp/koho/disclosure/s
tudent/index.html
5-7-4 農学部ホーム
ページ[入学者の受入
方針(アドミッション
ポリシー)]
http://www.meiji.ac.
jp/agri/policy/03.ht
ml

障がいのある学生の受け入れ方針と対応



 2014年度農学部　自己点検・評価報告書
第５章　学生の受け入れ　

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

a ●学生の受け入れ方針と学生募集、入学
者選抜の実施方法は整合性が取れている
か。（公正かつ適切に学生募集及び入学
者選抜を行っているか，必要な規定，組
織，責任体制等の整備しているか）
【約４００字】

　農学部では，入学者の受入方針に基づき，公平・公正・多様な募
集方法，受験機会の確保を目的として，各種入学試験を実施してい
る。
一般入試として，「一般選抜入試」，「大学入試センター試験利用
入試」，「全学部統一入試」を実施している【5-7-3】。
　特別入試として，「地域農業振興特別入試」，「自己推薦特別入
試」，「スポーツ特別入試」，「外国人留学生入試」，推薦入試と
して「付属校推薦入試」を実施している【5-7-5～6】。食料環境政
策学科で実施する「地域農業振興特別入試」は，将来の農業後継者
及び地域の担い手としての意識の高い学生の受入れを目的とし，書
類選考・プレゼンテーション・面接により選抜している。「自己推
薦特別入試」は，各学科の教育理念に強い関心と理解を持ち，筆記
試験だけでは評価できない能力を有する者の獲得を目的とし，書類
選考・特別講義に関する筆記試験・面接により選抜している。「外
国人留学生入試」は，志願者の高校在学時の履修科目や「日本留学
試験」結果，小論文や面接等により審査している。「スポーツ特別
入試」及び「付属校推薦入試」は，面接により審査している。
　2015年度「地域農業振興特別入試」では，審査書類等の変更に加
え，リーフレットの作成及び高等学校や関係機関への配布を行い，
受入れ方針に合致した受験生比率の増加を図った。

「外国人留学生入試」
の募集定員を定めてい
ない（現状では「若干
名」となっている）。

2017年度入試より，
「外国人留学生入試」
の募集定員を定める。

5-7-3 2015年度明治大
学入学試験要項(学部
一般入試,センター利
用入試,全学部統一入
試)
5-7-5 2015年度明治大
学農学部食料環境政策
学科地域農業振興特別
入学試験要項
5-7-6 2015年度明治大
学農学部自己推薦特別
入学試験要項

　

a ◎学部・学科における過去5年の入学定員
に対する入学者数比率の平均が1.00であ
る。また、学部・学科における収容定員に
対する在籍学生数比率が1.00である。
◎学部・学科における編入学定員に対す
る編入学生数比率が1.00である（学士課
程）。
【約２００字】

　過去５年間の入学定員に対する入学者数比率の学部平均は1.13
で，学科ごとの比率は，農学科1.16，農芸化学科1.14，生命科学科
1.11，食料環境政策学科1.11である【表35】。
　また，2015年度の収容定員は４学年で2,080名，在籍学生数は
2,374名であり，収容定員に対する在籍学生数比率は1.14である。
学科ごとの比率は，農学科1.14，農芸化学科1.17，生命科学科
1.11，食料環境政策学科1.15である。

拡大執行部会議，入試
委員会及び教授会で入
学試験と学生の動向等
の情勢判断を行い，収
容定員を考慮して年度
ごとの合格者数を決め
ており，学科間で著し
いアンバランスが生じ
ることなく，定員を充
足している。

これまでの合格者数と
入学手続者数の傾向を
把握し，さらにアンバ
ランスが生じないよう
合格者を決定する

表35

b ◎現状と対応状況
【約２００字】

　現状では，定員超過率で問題のある学科は存在しない。上記の問
題が生じた場合は，次年度の合格者数を決定する拡大執行部会議や
入試委員会，教授会の際にその点を考慮の上で合格者数を調整する
ことで解決を図る。

a ●学生の受入れの適切性を検証するに当
たり、責任主体・組織、権限、手続きを明
確にしているか。また、その検証プロセス
を適切に機能させ、改善につなげている
か。
【４００字】

　「入学者の受入方針」（ＡＰ）は，次年度入試の「実施要領」に
ついて教授会で審議する際に，合わせて見直しを行っている。2014
年度は2月20日教授会にて見直しを行った【5-7-7】。
　次年度入試の「実施要領」は，秋学期の始め（または春学期中）
に，学部長の発議により，各学科・一般教育で検討を開始し，「入
試委員会」（委員長は学部長）での審議を経て，2月の教授会にお
いて決定する。
　2011年度に「入試制度検討委員会」を設置し，執行部及び委員会
で入学試験別の成績追跡調査などをもとに入学試験の効果を再検討
した。この結果，2013年度入試より，「スポーツ特別入試」の文理
別募集による入学志願者の能力や希望に即した学科への志願方法の
変更，及び「公募制特別入試」と「付属高等学校ＡＯ方式入試」を
統合した「自己推薦特別入試」を導入した【5-7-8】。
　農学科では毎年度「新入生に対するアンケート調査」を実施して
おり，所属学生の志向や傾向を把握するように努めている【5-7-
9】。

学生募集及び入学者選
抜は、学生の受入れ方
針に基づき，公正かつ
適切に実施されてお
り，毎年その検証も
行っている。

2017年度入試より，
「外国人留学生入試」
の募集定員を定めるに
当たり，志願者数の増
加傾向に対応した入学
者選抜方式のあり方に
ついても検討する。

5-7-7 農学部教授会議
事録(2015年2月20日)
審議事項3｢農学部入学
者の受入方針(アド
ミッション･ポリシー)
の一部改正について｣
《既出4(1)-7-7》
5-7-8 農学部教授会議
事録(2011年12月8日)
審議事項2-(5)｢自己推
薦特別入学試験につい
て｣
5-7-9 農学科新入生ア
ンケート集計結果
(2014年度分)

定員に対する在籍学生数の過剰・未充足に関する対応

（４）学生募集及び入学者選抜は、学生の受入れ方針に基づき、公正かつ適切に実施されているかについて、定期的に検証を行っているか

（２）学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集及び入学者選抜を行っているか

（３）適切な定員を設定し、入学者を受け入れるとともに、在籍学生数を収容定員に基づき適切に管理しているか
収容定員に対する在籍学生数比率の適切性



 2014年度農学部　自己点検・評価報告書
第６章　学生支援のうち修学支援及びキャリア支援

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

a ●修学支援に関する方針を，理念・目的，
入学者の傾向等の特性を踏まえながら定
めているか。また，その方針を教職員で共
有しているか。
【約２００字】

　入試制度の多様化に伴い，様々な学習背景を持った学生が入学し
てくる。本学部では，こうした学生たちが入学後に充実した学習と
学生生活を送れるようにサポートすることも大学の責務であるとい
う考え方に基づき，特別入試合格者への入学前サポート，未履修
者・苦手者を対象とする理科のフォーローアップ講座など，入学者
の特性に合わせた修学支援を行っている【6-7-1】。
　修学支援に関する毎年の活動内容の決定や事後的な点検は，各学
科・一般教育から選出された委員で構成する学習支援委員会で行っ
ている。本委員会には職員も参加し，活動内容の共有をしている。
また，学生部委員2名が大学全体の方針の下で学生生活全般を支援
している【6-7-2】。
　上述の委員会での決定事項等は，各学科の会議や教授会での委員
会報告で周知されている。

　 6-7-1 農学部ホーム
ページ[農学部学習支
援室]
http://www.meiji.ac.
jp/agri/education/su
pport.html
6-7-2 2014年度農学部
役職･委員一覧《既出
3-7-4》

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

6-7-3 2015年度農学部
便覧《既出1-7-3》
表41 退学者数
6-7-4 2014年度農学部
学習支援ガイダンス実
施要領
6-7-5 2015年度農学部
シラバス《既出4(2)-
7-5》
6-7-6 2014年度農学部
ボランティアスタッフ
の募集について
6-7-7 2014年度ボラン
ティアスタッフ名簿
6-7-8 聴覚障害学生へ
の対応について【お願
い】
6-7-9 農学部教授会議
事録(2015年3月5日)審
議事項15｢2015年度外
国人留学生特別指導
チューターの推薦につ
いて｣
6-7-10 農学部入学前
教育の実施について
6-7-11 2015年度フォ
ローアップ講座(理科)
時間割
6-7-12 2014年度農学
部学習支援室利用状況
6-7-13 新入生指導週
間行事日程案内

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

（１）学生支援に関する方針を定め，学生への修学支援は適切に行われているか

b ●方針に沿って，修学支援のための仕組
みや組織体制を整備し，適切に運用して
いるか。
　○留年者，休退学者の状況把握と対応
　○障がいのある学生に対する対応
　○外国人留学生に対する対応
　○学生支援の適切性の確認
【約４００字～８００字程度】

　本学部では学習支援委員会及びクラス主任制度を利用し，修学指
導を行っている。修得単位数が不足している学生に対しては，クラ
ス担任・学習支援委員による「修学指導」を行っており，教育方法
のみならず学生自身の生活習慣を含めた学習状況の把握と指導が可
能である【6-7-3 19頁】。留年者や休退学者については，教授会で
の進級判定や学籍異動の審議を通じて，教授会員に周知されてい
る。休退学の理由は，他大学入学と一身上の都合が主であり，その
ほか病気や経済上の理由の場合もある。標準修業年限退学者は2013
年度3.1％（17名），2014年度4.0％（24名）であり，若干上昇した
【表41】。
　留年者については，毎年4月に留年者対象のガイダンスを実施
し，対象の学生には「学習計画書」を記入させ，それをもとに学習
支援委員やクラス主任との面談を行い，指導している。また，一定
の修得単位数に達していない者に対しても留年者と同様の修学指導
ガイダンスを実施し【6-7-4】，学習意欲低下の兆候に配慮してい
る。
　学科独自の取組みとしては，農学科では新入生に対するアンケー
ト調査で所属学生の志向や傾向の把握や，達成度評価表でチュー
ター（クラス主任または研究室の指導教員）が学習状況の確認を，
農芸化学科では，1年次の必修科目の理解度の低かった学生に対し
「必修科目演習Ⅰ・Ⅱ」を設置し【6-7-5：260頁】，基礎学力の向
上に向けた支援体制を整えている。また，農芸化学科，生命科学科
では，学習意欲の低下がみられる学生の動向に気を配り，必要に応
じてクラス担任や学科長による面談を実施している。
　本学部には聴覚障がいのある学生が１名在籍していたが，2015年
3月に卒業した。2014年度は学習支援委員会の管轄の下，公募によ
る【6-7-6】学生のノートテイカースタッフ28名が当該学生のサ
ポートを行った【6-7-7】。また，大学の障がい学生支援チームと
も連携して，ノートテイカー養成講座を開催することで，スタッフ
の教育も行った【6-7-8】。ゼミ形式の授業では，本人の要望を受
けて，手話通訳を配置した。
　農芸化学科に在籍する留学生に対しては，大学院生の外国人留学
生特別指導チューターが学習支援のサポートを行っている【6-7-
9】。
　入学前教育として，特別入試合格者を対象に，英語通信添削や各
学科からの課題を課している【6-7-10】。さらに，全学生を対象と
した高校レベルの理科の補習講座（フォローアップ講座）を4月に
開催しており，理科を苦手とする学生が大学の授業にスムーズに対
応できるようにサポートしている。【6-7-11】。参加学生が提出し
たアンケートから，補習講座の効果は高いと判断できる。
　通年の学生支援として，「農学部学習支援室」を運営している。
学習支援室には，大学院生のTAが常駐し，学生個々人の学業に関す
る質問や相談に対応をしているほか，参考書や辞書・パソコンも設
置されており，自習室として利用することも可能である。2014年度
の学習支援室の利用者数は846人（2013年度905人）であった【6-7-
12】。

　新入生の適切な履修
登録を支援するため
に，１年次の学生を対
象に，履修相談会（専
任教員による履修登録
前の個別相談会）を実
施している。2014年度
は学科別に教室を分け
て実施したので，きめ
細かい指導ができ，学
科教員と学生との円滑
なコミュニケーション
も図れた【6-7-13】。
2014年度から，ガイダ
ンス期間中に留学に関
する相談会も実施して
いる。

　近年，履修相談会に
参加する学生が増える
傾向にあるので，必要
に応じて担当教員を増
員する。

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。



 2014年度農学部　自己点検・評価報告書
第６章　学生支援のうち修学支援及びキャリア支援

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。

a ●進路支援に関する方針を，理念・目的，
入学者の傾向等の特性を踏まえながら定
めているか。また，その方針を教職員で共
有しているか。
【約２００字】

　農学部の進路支援の目的は，全学の就職キャリア支援センターと
同様，学生の希望・能力及び特性が十分にいかせる進路や職業を選
択してもらうことにある。こうした目的を達成するために，各学科
より2名ずつ選出された委員で構成する就職担当委員会を設け，生
田就職キャリア支援事務室と連携した進路支援を行っている【6-7-
1】。就職担当委員会での決定事項等は，各学科の会議や教授会で
の委員会報告で周知されている。

　 6-7-1 2015年度農学部
役職･委員一覧《既出
3-7-4》

b ◎学生の進路選択に関わるガイダンスを
実施するほか，キャリアセンター等の設
置，キャリア形成支援教育の実施等，組織
的・体系的な指導・助言に必要な体制を整
備していること。
【約４００字～８００字】

　農学部では，各学科2名の教員(就職担当委員)と生田就職キャリ
ア支援事務室が連携して，学生の就職支援のための体制を整備して
いる。学部独自の就職情報を提供することで、学生のニーズにより
適合した採用情報を増やすことに努めている。学科によっては所属
学生全員を対象としたメーリングリストを作成し，学科独自の就職
情報などを配信している。
　大学院進学希望者に対しては大学院進学ガイダンスを実施してい
る【6-7-14】。学科によっては所属学生全員を対象としたメーリン
グリストを作成し，学科独自の就職情報などを配信している。
　また，学外の企業研修に参加するインターンシップを就職活動支
援の一環として実施しており，農学科・農芸化学科・食料環境政策
学科で単位を認定している（農学科では専門実習という科目名で実
施）。インターンシップ終了後にはレポートの提出や報告会を実施
し，インターンシップの受入れ機関の企業等から提出される報告書
と合わせて成績評価をしている【6-7-15】。インターンシップの受
入れ機関としては全学部共通の機関を利用する他に，農学部独自で
協力や協定を締結している機関も紹介しており，多様な機関で実習
を受けることが可能となっている。

農学科は専門領域の幅
が広いので，学科とし
ての就職支援だけでな
く，公務員試験の試験
区分に対応した卒業生
による説明会など，分
野別の就職支援を実施
することで，専門領域
の広がりを補完してい
る【6-7-16】。

全学・学部レベルでの
取組とのさらなる連携
を図る。

6-7-14 2014年度明治
大学大学院農学研究科
進学相談会
6-7-15 2014年度農学
部専門実習･インター
ンシップ参加者一覧
6-7-16 農業土木系公
務員採用説明会開催の
お知らせ

（２）進路支援に関する方針を定め，学生への支援は適切に行われているか。



 2014年度農学部　自己点検・評価報告書
第１０章　内部質保証

現状の説明 根拠資料

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

a ●内部質保証の方針と手続を明確にして
いること。
●内部質保証をつかさどる諸組織（評価
結果を改善）を整備していること
●自己点検・評価の結果が改革・改善に
つながっていること
●学外者の意見を取り入れていること
●　文部科学省や認証評価機関からの指
摘事項に対応していること
【８００字～１０００字程度】

　学部内に執行部の一員である教務主任も含めた「自己点検・評価
委員会」を設置し，毎年，報告書を作成するとともに，その結果を
教授会にフィードバックすることにより，教育・研究の改善を図っ
ている。
　前回認証評価時の助言・指摘事項や自己点検・評価の全学評価委
員からの指摘事項に対しては，2012年度より第２期「改善アクショ
ンプラン」に基づいて常に見直しを行い，学部の改善に資するよ
う，運営している【10-7-7】。また，農学部自己点検・評価委員会
により，研究・教育の質を高めているか定期的に精査し，問題点が
ある場合は学部内各種委員会にフィードバックして改善に努めてい
る。
　農学科では農学科教員，外部委員各5名から構成する「農学科教
育評価委員会」を設置し，外部委員による学習・教育目標やカリ
キュラム，教育に対する社会の要求についての指摘を受け，それに
基づいて，教育改善を継続的に実施している【10-7-8，9】。
　農学科の教育の質保証システムとして「ＪＡＢＥＥ（日本技術者
教育認定機構）」の認定を受けたカリキュラムを設けている。定期
試験の答案は返却するようにしており学生自身が採点の合理性につ
いて確認することができる。

農学科の答案返却につ
いては，返却ミス等が
発生しており，作業手
順等の点検が必要であ
る。

答案返却手順の点検評
価と改善を実施する。

10-7-7 第２期｢改善ア
クションプラン(３ヵ
年計画)｣
10-7-8 農学科教育評
価委員会名簿
10-7-9 農学科教育改
善委員会議事次第
(2015年5月17日,7月18
日)

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

10-7-1 農学部教授会
議事録(2014年7月3日)
審議事項3｢2015年度農
学部教育・研究に関す
る長期・中期計画書に
ついて｣　《既出3-7-
2》
10-7-2 2015年度農学
部役職･委員一覧《既
出3-7-3》
10-7-3 農学部教授会
議事録(2014年6月19
日)審議事項3｢2014年
度自己点検･評価の実
施(2013年度報告書の
作成)について｣
10-7-4 農学部教授会
議事録(2014年10月2
日)審議事項3｢2014年
度自己点検・評価の実
施(2013年度報告書の
作成)について｣
10-7-5 明治大学ホー
ムページ[自己点検・
評価]
http://www.meiji.ac.
jp/koho/about/hyouka
/self/index.html
10-7-6 農学部の将来
構想に関する答申

（２）内部質保証システムに関するシステムを整備し，適切に機能させているか

「改善を要する点」に対する発展計画
Alt＋Enterで箇条書きに

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，その結果を公表することで社会に対する説明責任を果たしているか

a ◎自己点検・評価を定期的に実施し，公表
していること
　
             【約４００字】

　農学部は内部質保証のため，学部の中・長期計画ならびに年度計
画の策定において，農学部全体の合意と認識の一致をはかり，教授
会等で十分な議論を重ねている【10-7-1】。また，その計画の実施
についても，FD委員会やカリキュラム委員会等の各種委員会で必要
な検討を進めるなかで行われ，実施に関する検証・評価作業は農学
部自己点検・評価委員会によって行われている。同委員会は教務主
任３名のほか，各学科・一般教育から各２名ずつ選出された全13名
で構成されており，委員長は教務主任が務めている【10-7-2】。
　2014年度は年2回開催し，「2013年度農学部自己点検・評価報告
書」を作成した。同報告書は，2014年6月19日及び10月2日開催の教
授会審議に付し【10-7-3，4】，その後全学の手続きを経て，ホー
ムページで公開している【10-7-5】。
　自己点検・評価の後には，検討内容を次年度の計画に生かすべ
く，学部全体で対応している。さらに，中長期的な計画については
2010年度後期から将来構想委員会を設置し，長期的な学部のあり方
について2014年3月に答申書を学部長に提出した【10-7-6】。こう
した農学部におけるＰＤＣＡサイクルによる改善の実施を積極的に
進めて行き，内部質保証をより確実なものとして行く。

点検・評価項目
 ◎…法令等の充足を評価する項目です。

  ●…学部等が掲げる方針や目標の
      達成状況を評価する項目です。
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